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２
０
２
０
年
３
月
２
日
、
全
国
す
べ
て
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
は
春
休
み
開

始
ま
で
臨
時
休
校
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
４
月

に
な
っ
て
も
、
５
月
に
な
っ
て
も
学
校
は
再
開

さ
れ
な
か
っ
た
。「
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
」
、

「
商
業
施
設
の
休
業
」
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
」
な
ど
の
言
葉
が
世
の
中
を

飛
び
交
い
、
街
は
静
ま
り
返
っ
た
。
公
園
の
遊

具
に
は
立
ち
入
り
禁
止
の
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
行
き
場
を
な
く
し
た
。

　
私
は
、
大
阪
府
堺
市
に
お
い
て
市
民
農
園

業（
貸
し
農
園
業
）に
従
事
し
て
い
る
。
近
年
、

農
業
の
担
い
手
や
後
継
者
の
不
足
、
農
地
地

主
の
高
齢
化
に
よ
り
、
農
地
の
維
持
管
理
が

困
難
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
非
管
理
の
農

地
は
す
ぐ
に
荒
れ
果
て
、
い
わ
ゆ
る
耕
作
放

棄
地
と
な
っ
て
し
ま
う
。
弊
社
で
は
、
維
持
管

理
が
困
難
と
な
っ
た
農
地
を
地
主
よ
り
借
り

受
け
、
市
民
農
園
と
し
て
再
生
さ
せ
、
地
域

の
方
々
に
植
物
や
土
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
て
い
る
。
弊
社
の
社
員
数
は
た
っ
た
２
名
、

社
長
と
私
の
み
で
あ
る
。
農
園
候
補
地
探
し
、

地
主
と
の
交
渉
、
行
政
へ
の
申
請
、
農
園
の

造
成
、
農
園
管
理
作
業
、
利
用
者
の
募
集
等

の
す
べ
て
を
２
名
で
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
市

内
に
お
い
て
１
４
か
所
の
市
民
農
園
を
運
営

し
て
お
り
、
農
地
の
有
効
活
用
、
高
齢
地
主

の
お
手
伝
い
、
地
域
の
方
々
へ
の
農
体
験
機
会

の
提
供
を
目
的
と
し
て
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
農

園
利
用
者
数
の
激
減
を
予
感
さ
せ
た
。
し
か

し
、
減
少
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
利

用
者
数
は
増
加
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
以
下

の
３
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

１
．
農
園
は
三
密
に
な
ら
な
い
環
境
で
あ
り
、

十
分
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確

保
す
る
こ
と
で
き
た
。

２
．
農
園
へ
の
移
動
や
農
作
業
が
、
政
府
が
推

奨
し
た
散
歩
程
度
の
活
動
に
該
当
し
た
。

３
．
閉
塞
感
が
漂
う
生
活
に
お
い
て
、
植
物
、

土
、
他
の
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
が
ス
ト

レ
ス
解
消
に
つ
な
が
っ
た
。

　
感
染
拡
大
以
降
、
す
べ
て
の
農
園
に
お
い
て

１
つ
の
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。
各
農
園

に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
目
に
す
る
機

会
が
増
え
た
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
以
前
、
農
園
利
用
者
の
大
部
分
は
中

高
年
の
方
々
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
問
題
発
生

以
降
は
、
学
校
休
校
、
外
出
自
粛
、
商
業
施

設
の
休
業
等
の
影
響
を
受
け
て
、
行
き
場
を

な
く
し
た
子
ど
も
た
ち
が
農
園
へ
足
を
運
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
お
爺
さ
ん
が
小
さ
な
お
孫
さ

ん
の
手
を
ひ
い
て
、
お
母
さ
ん
が
小
学
生
の
息

子
さ
ん
を
連
れ
て
、
休
日
に
親
子
４
人
で
、
と

い
っ
た
具
合
で
、
子
ど
も
た
ち
は
農
園
へ
や
っ

て
来
た
。
最
初
、
子
ど
も
た
ち
は
農
園
で
た

だ
遊
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
幾
度
と
な

く
農
園
を
訪
れ
る
内
に
、
種
ま
き
、
苗
の
植
え

付
け
、
水
や
り
、
草
抜
き
な
ど
の
農
作
業
に
自

発
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
時

に
は
友
人
を
連
れ
て
農
園
を
訪
れ
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
楽
し
そ
う
に
農
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

「
い
っ
ぱ
い
穫
れ
た
ら
、
幼
稚
園
の
先
生
に
あ

げ
る
ね
ん
。
」

と
、
笑
顔
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
付
け
る
幼
稚

園
児
。

「
イ
チ
ゴ
の
ス
ケ
ッ
チ
、
小
学
校
の
宿
題
や

で
。
」

と
、
休
校
中
に
課
さ
れ
た
植
物
観
察
の
宿
題

を
行
う
小
学
生
。

「
日
に
日
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
野
菜
を
見
る

と
、
な
ぜ
か
元
気
が
出
ま
す
。
」

と
、
足
し
げ
く
農
園
へ
通
う
中
学
生
。

い
つ
し
か
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
農
園
が
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

「
こ
れ
で
、一
年
間
の
麦
茶
が
作
れ
ま
す
。
」

と
、
大
勢
の
幼
稚
園
児
た
ち
と
大
麦
の
収
穫

作
業
に
汗
を
流
す
幼
稚
園
の
園
長
先
生
。

「
農
作
業
の
時
間
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安

ら
ぎ
の
時
間
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

と
、
慣
れ
な
い
農
作
業
に
子
ど
も
た
ち
と
共

に
取
り
組
む
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

長
先
生
。

　
幼
稚
園
、
保
育
園
等
の
園
単
位
で
の
利
用

を
通
し
て
、
農
園
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の

場
、
学
び
の
場
に
な
っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
、

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
な
ど
の
言
葉

が
世
の
中
に
飛
び
交
い
、
未
だ
に
子
ど
も
た
ち

は
窮
屈
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
市
民

農
園
が
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
場
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
農
園
で
の
活

動
を
通
し
て
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
未
来
の
農
業
、
未
来
の
農
地
維
持

に
携
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

講
評

　
ド
イ
ツ
の
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」

か
ら
発
し
た
、「
市
民
農
園
」
の
仕
組

み
で
す
が
、
約
３
０
数
年
の
間
に
日
本

の
社
会
環
境
の
中
で
さ
ら
に
進
化
し
て

き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
自
然
療
法（
セ
ラ
ピ
ー
）

の
発
祥
は
、
修
道
院
の
中
庭
に
あ
り
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
は
寺
院
の
庭
に
あ

た
り
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
の
都
市
部

に
生
活
拠
点
を
お
く
人
々
に
と
っ
て
は
、

市
民
農
園
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
問

題
か
ら
、
生
活
ス
タ
イ
ル
も
急
激
に
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
住
居
だ
け
で
な

く
、
学
校
、
医
療
施
設
、
福
祉
施
設
、

オ
フ
ィ
ス
、
シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
空
間
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー

の
普
及
を
進
め
て
い
く
中
で
「
市
民
農

園
」
で
の
効
果
が
非
常
に
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
の
仕
組

み
が
で
き
れ
ば
自
然
に
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ

ピ
ー
が
広
が
り
、
進
化
し
て
い
く
こ
と

も
発
見
さ
せ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
作

品
で
す
。

顧 問
藤 岡  成 介

1 . ジ ャ ガ イ モ を 植 え る 子

2 . 耕 耘 機 を 押 す 子

3 . 植 物 観 察 の 宿 題 を 行 う 小 学 生

4 . 大 麦 の 収 穫 を 行 う 幼 稚 園

5 . 水 や り を す る 子

  6 . 農 園 で 遊 ぶ 子

  7 . 農 園 の 様 子 1

  8 . 農 園 の 様 子 2

  9 . 弊 社 に 関 す る 新 聞 記 事（ 全 国 農 業 新 聞 ）

1 0 . 農 園 候 補 地 に て 私
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長
先
生
。

　
幼
稚
園
、
保
育
園
等
の
園
単
位
で
の
利
用

を
通
し
て
、
農
園
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の

場
、
学
び
の
場
に
な
っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　
２
０
２
１
年
８
月
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
、

「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
な
ど
の
言
葉

が
世
の
中
に
飛
び
交
い
、
未
だ
に
子
ど
も
た
ち

は
窮
屈
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
市
民

農
園
が
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
場
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民
農
園
で
の
活

動
を
通
し
て
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
未
来
の
農
業
、
未
来
の
農
地
維
持

に
携
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

講
評

　
ド
イ
ツ
の
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」

か
ら
発
し
た
、「
市
民
農
園
」
の
仕
組

み
で
す
が
、
約
３
０
数
年
の
間
に
日
本

の
社
会
環
境
の
中
で
さ
ら
に
進
化
し
て

き
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
自
然
療
法（
セ
ラ
ピ
ー
）

の
発
祥
は
、
修
道
院
の
中
庭
に
あ
り
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
は
寺
院
の
庭
に
あ

た
り
ま
す
が
、
現
在
の
日
本
の
都
市
部

に
生
活
拠
点
を
お
く
人
々
に
と
っ
て
は
、

市
民
農
園
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
問

題
か
ら
、
生
活
ス
タ
イ
ル
も
急
激
に
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
住
居
だ
け
で
な

く
、
学
校
、
医
療
施
設
、
福
祉
施
設
、

オ
フ
ィ
ス
、
シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
空
間
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ
ー

の
普
及
を
進
め
て
い
く
中
で
「
市
民
農

園
」
で
の
効
果
が
非
常
に
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
の
仕
組

み
が
で
き
れ
ば
自
然
に
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ

ピ
ー
が
広
が
り
、
進
化
し
て
い
く
こ
と

も
発
見
さ
せ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
作

品
で
す
。

顧 問
藤 岡  成 介

1 . ジ ャ ガ イ モ を 植 え る 子

2 . 耕 耘 機 を 押 す 子

3 . 植 物 観 察 の 宿 題 を 行 う 小 学 生

4 . 大 麦 の 収 穫 を 行 う 幼 稚 園

5 . 水 や り を す る 子

  6 . 農 園 で 遊 ぶ 子

  7 . 農 園 の 様 子 1

  8 . 農 園 の 様 子 2

  9 . 弊 社 に 関 す る 新 聞 記 事（ 全 国 農 業 新 聞 ）

1 0 . 農 園 候 補 地 に て 私

123

5

6 4

7

9

1 0
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